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比較的長い波長のレイリー波基本モードの位相速度と深部地下構造の平均S波速度
の関係
Prediction of average S-wave velocity for deep subsurface structure from fundamental
mode Rayleigh wave phase velocity
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レイリー波基本モードの位相速度と深部地下構造の平均 S波速度の経験的な関係を提案する。
J-SHISの全国の深部地下構造から約 5km間隔で海上部分を除く地点で、最表層（工学的基盤相当）から S波速度が

2.5km/s以上となる層までの層構造の一次元鉛直分布を抽出し、その中で最表層のS波速度が 1km/s以下の約 15000地点
を検討対象とする。水平成層地盤を仮定し、波長が 100mから 1000mの範囲で各地点におけるレイリー波基本モードの
位相速度分散曲線を透過反射マトリクス法（久田、1997）で計算する。
位相速度分散曲線と平均 S波速度の関係はよく似ており、ある平均深さの平均 S波速度は同じ長さの波長の位相速度

よりも 1.1倍程度大きい。波長ごとにもとめた両者の比率は、幾何平均値が 1.1程度、常用対数標準偏差は 0.02から 0.05
程度となった。またこの比率は波長と無関係にほぼ一定であり、波長 100から 1000mで幾何平均も 1.1となる。
以上の結果を用いると、今後、微動アレイ観測から求める位相速度分散曲線から深部地盤構造の初期モデルが簡易に

評価できるようになる可能性がある。
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